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本日の構成（目次）

はじめに（鹿島建設の生物多様性への取組み）

取り組み経緯と理由

鹿島生態系保全行動指針

COP9/B+B リーダーシップ宣言

JBIB 企業と生物多様性イニシアティブ

農林水産分野における生物多様性に関する取り組み例
沿岸ウェットランド再生技術

多自然型護岸による水域環境再生

アマモ場の保護、再生

さんご礁の生成

環境配慮型ポーラスコンクリート

GAPへの取り組み

工事計画での配慮

その他の生物多様性に関連した活動

課題と要望
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取組み経緯－環境への取り組み

鹿島（総合建設業/ゼネコン）の事業内容
建築事業(70%)､土木事業(24％)､開発事業(6%)

H19年度売上：1兆8941億円（連結）

従業員数：約9000人（事業所数：1750ヶ所）

環境への取り組みの切り口

資源多消費 / 長期の運用 / 自然と人間の接点

■事業活動に伴う環境負荷の低減：

廃棄物削減、省エネ施工、濁水処理 etc.

■環境と共生する持続可能な社会の形成：

長寿命化､自然エネルギー、自然再生etc.
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鹿島建設の生物多様性への取組み

法対応 環境保全 環境創造

コンプライアンス
法令順守

環境負荷の低減
環境と経済の両立
環境コミュニケーション

環境経営
持続可能な社会形成
新ビジネス創出

環境マネジメントシステム

生態系情報システム

社員教育

JBIB＊

COP9/B+B

都市域の緑のネットワーク再生

社有林

生物多様性部会・鹿島生態系保全行動指針

沿岸域の水環境再生

出前授業

工事における生物多様性配慮
本業の取
組み

社会
貢献

理念や
ツール

考え方
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取組み経緯－生態系保全に向けて

2005年3月、本社環境委員会の
中に生物多様性部会（当時は
生態系部会）設置

2005年8月業界初の
『鹿島生態系保全行動指
針』の制定

環境基本方針に基づき関連部
署が個別に対応

社会的要求の高まりにより、全社
的取組みが必要と認識

社内有志により国外/国内の生
物多様性戦略の勉強会

社内認知度向上と、当社としての
取組みの意味を探る（動機付け）



2009/1/29 建設業と生物多様性 6

生物多様性に関するビジネスチャンスとリスク

【リスク低減】：事業により生物多様性が損なわれ賠償請求

• 発注者・顧客に対する責任

• 外来生物法などに対するリスク管理

• 生物多様性に関する最新情報の共有化（科学的・予防的）

【付加価値創造】：生物多様性保全で生まれる価値

• 顧客に対するサービスの拡充

• 鹿島の環境ブランド価値構築（社内/社外）
• 自然再生事業などグリーン系工事の受注

持続可能な企業経営に生物多様性戦略は不可欠
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リスク（その１）

• 工期延長、工費増大リスクの回避事例

法面吹付工で問題のある外来
種子を採用してしまった。

⇒発注者がやり直しを要求

外来種子に関するリスク情報
を提供し施工計画レベルでの
事前対応が求められる。
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リスク（その２）

• 無駄な投資の回避

ビオトープ（ホタル池）に異なる
地域のゲンジボタルを移入し
地域固有種を撹乱。

⇒地元各種団体から取り壊し
の要請

ガイドラインを設け事業推進
の可否や移入可能種を検討
することが求められる
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付加価値創造

• 住民に緑地と生物多様性の情報を与えると、生物多様性
の高い緑地を景観的にも好むようになる。（ヘルシンキ大
学の研究）

• 森林浴の効果「鳥や虫の種類が多く、規模が大きく樹種
も豊かな森林ほどリラックス効果が大きい傾向があった」
（森林総研）

• 中長期的な国際競争力＞将来的に日本が住みたい国で
あるか？（ex.清渓川21世紀文化環境都市ソウル）
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鹿島生態系保全行動指針（2005.8）

［基本理念］

– 生態系保全は社会的使命を実現するための重要課題

– 「人間にとって真に快適な環境」

– 社会・顧客および当社の持続的な発展
<http://www.kajima.co.jp/csr/environment/2005/index.html>

［行動指針］

1. マネジメントシステム：生態系保全は重要課題

2. コンプライアンス：法令+社会的要請への対応

3. 教育：社員の認識向上

4. 建設事業における取組み：情報・技術を活用した提案、
環境配慮、コミュニケーション

5. 研究開発：技術的知見の集積/研究・技術開発推進

6. 社会貢献：市民活動、ボランティア、学協会への協力
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生物多様性条約COP9リーダーシップ宣言
（ビジネスとBDイニシアティブ）

7つの取組みをトップが宣言する。

●生物多様性への影響を考慮して事業活動を分析する

●環境マネジメントシステムの対象に「生物多様性の保全」を組み入れ、生物多様性
に関する指標を開発する

●生物多様性分野に関する活動を管轄する責任者を社内に置き、役員会に報告さ
せる

●実施可能・測定可能な目標を設定してモニタリングを行う。目標は2、3年ごとに改
定する

●企業の環境報告書等の中で、生物多様性分野での活動や達成事項を公表する

●サプライヤーに企業の生物多様性目標を伝え、サプライヤーも巻き込んでいく

●研究機関、NGO、政府機関等との協力の可能性について検討する

• フォルクスワーゲン、ハイデルベルグセメント、ドイツ復興銀行、ビオナーデ、など
ドイツ、ブラジル、スイス、アメリカ、日本から32社が宣言（日本からは9社）
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JBIB（企業と生物多様性イニシアティブ）への参画

■民間企業21社が参画

■研究開発部会とコミュニケーション部会

■活動内容

1. 生物多様性の保全と持続可能な利用に関する学習

2. ステークホルダーとの対話

3. グッドプラクティスなどの情報発信

4. 成果の可視化等に関する研究開発

5. 生物多様性に関する政策提言

http://www.jbib.org/index.php?FrontPage
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鹿島建設の
農林水産分野における
生物多様性の取り組み
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水と緑の研究施設
• 1993年 千葉県検見川に緑化研究場

• 1984年 神奈川県葉山に水産実験場

• 生物多様性に関する様々な基礎研究を実施しています。
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沿岸ウェットランド再生技術

現在の状況：浅場の無い海

ヨシ原・干潟・アマモ場が一体となった沿岸域
の自然生態系の再生

ヨシ原 アマモ場干潟

・ヨシ、カニ、アサリ、ゴカイを対象に、生息場としての適正を定量的に評
価するモデルの開発

・ヨシ原、干潟の設計において、平面配置、地盤高、低質粒径などの諸
元を決定するためのツール

3.里海・海洋の保全（1）藻場・干潟等の保全
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多自然型護岸による水域環境再生

• 沿岸域生態系におけるカニの重要性に着目

• コンクリートでカニの生息できる護岸を再生

• 住民参加型の保全活動

3.里海・海洋の保全（2）漁港漁場の整備
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カニ護岸パネルの特徴

特徴

・表面を粗面

・日光の照り返しを防ぐ色調

・目地やパネル表面から裏面
に通じる貫通穴

設置例

・芝浦アイランド

・有明北埋立て事業護岸

・徳島県吉野川水系護岸工事

・長崎県護道新設事業
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アマモ場の保護・再生

・保護すべき種子の確保・長期保存，発芽促進，種苗の安定的大量育成
・多様な海況に対応できる移植

・遺伝資源に配慮し、種子から育成

・海況観測、移植場評価・選定～移植後のモニタリング調査

3.里海・海洋の保全（1）藻場・干潟等の保全
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環境にやさしくサンゴ礁を再生
・網状基盤を用いてサンゴの卵・幼生が自然に着生しやすい環境を海中に創出

・サンゴがある程度の大きさに育った段階で、基盤を別の海域に移設

・慶良間諸島で実験

3.里海・海洋の保全（1）藻場・干潟等の保全

・網状基盤は安価でサンゴの着生率・生残率が高い
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環境配慮型ポーラスコンクリート
・従来より空隙の大きいポーラスコンクリート

・自然土壌の充填が可能

・小規模水路～大規模護岸まで

ＲＣ水路に比べさまざまな水生生物が生育

従来のＰＯＣに比べ、多様な植物が生育

１．田園地域・里地里山の保全（4）水と生態系のネットワークの保全
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ＧＡＰ対応型アグリ施設
・社員がＧＡＰ指導員の資格を取得し、食品工場建設のノウハウなどを活かし、
施設の計画段階から気密性、動線、農薬保管、 防虫対策、残渣処理などを十
分に考慮した GAP対応型施設を提案
・ポジティブリスト制度に違反するリスクの低減策として、無農薬閉鎖型植物工
場など、生産施設の高機能化に対応する エンジニアリングを提供

１．田園地域・里地里山の保全（1）生物多様性保全をより重視した農業生産
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工事計画での配慮－羽田空港Ｄ滑走路

4.里海・干潟等の保全

・多摩川の流れを阻害せず通水性を確保するように、桟橋工法
を埋立工法に組み合わせることを計画段階から提案

・埋め立て部の傾斜護岸による浅海部から底層まで連続した生
物生息環境の創出
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社有林管理
• 戦後、当時の社長「太平洋戦争で荒れ果てた森林を再生することこそ、
国家再興の基礎である。」

• 全国11箇所に約1000ha
• 広葉樹林の改良事業や森林樹林（人工林）の維持管理

• モニタリングを実施しながら維持管理

• 猪苗代社有林：湧水を地元住民に無償提供

2.森林の保全（1）多様な森林づくり
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環境教育

• 水生生物研究者によるアマモをテーマとした出前授業

• 緑化技術者による緑の機能をテーマとした出前授業

• モニタリングツールの開発－鳴声認識システム「ききみみずきん」
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ききみみずきん

• GPS+対話型入力の携帯型端末
• 鳴声認識システム「ききみみずきん」

• 千葉県立博物館自然生態園における環境教育
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国産材の建築物への積極的な使用
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世界初完全密閉型遺伝子組換え植物工場

・遺伝子組換え植物による有用物質の安定的かつ高効率な生産を目的とした
植物工場。

・「組換え遺伝子の漏出の阻止」「植物に適した栽培環境の創出」「清浄度の高
い製造環境」という厳しい条件に対応

・当社の各種医薬品工場建設の経験、環境制御温室型植物工場の設計・施
工実績のノウハウを活用
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都市域のエコロジカルネットワークの形成へ
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おわりに（課題）

《課題》
◇持続的に取組むために
・本業の中にどれだけ取り込めるか
・社会貢献は重要、しかし景気に左右されないこと

◇生物多様性に関する科学的/Evidence-basedな視点
モニタリング手法など産官学、NPOとの連携により手法の
確立

◇生物多様性の価値を社会全体で共有
・生物多様性の認識向上、教育
・各主体の課題に関する共通認識の確立
・グッドプラクティス、グッドコミュニケーションの情報発信
・生物多様性の取り組みへの経済的なインセンティブ
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